
コ

ロ

ナ

禍

に

よ

り

秋

祭

の

神

賑

行

事

は

二

年

間

中

止

に

な

り

ま

し

た

が

、

本

年

は

夏

祭

に

続

き

神

楽

奉

納

、

夜

店

の

出

店

を

行

い

ま

す

。

二

十

二

日

の

献

湯

神

事

は

氏

子

様

の

無

病

息

災

を

祈

る

神

事

で

ご

自

由

に

ご

参

拝

し

て

い

た

だ

け

ま

す

。

神

楽

奉

納

は

拝

殿

で

巫

女

舞

を

間

近

に

受

け

ら

れ

ま

す

。

二

十

三

日

は

十

六

時

頃

に

大

宮

南

地

車

が

宮

入

、

十

七

時

半

頃

に

は

生

江

、

中

宮

、

内

代

の

地

車

三

基

が

一

斉

に

宮

入

り

す

る

予

定

で

す

。

三

年

ぶ

り

の

勇

壮

な

宮

入

で

す

の

で

、

大

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

ょ

う

。

稲

荷

社

は

平

成

三

十

年

の

大

阪

北

部

地

震

や

台

風

に

よ

り

、

損

傷

が

激

し

く

な

っ

て

い

ま

し

た

。

六

月

よ

り

改

修

工

事

を

行

い

、

内

部

壁

や

屋

根

の

雨

漏

り

な

ど

修

理

し

ま

し

た

。

夏

祭

前

に

竣

功

し

、

七

月

二

十

日

に

ご

遷

座

し

ま

し

た

。

夏

祭

で

は

多

く

の

氏

子

様

に

お

詣

り

い

た

だ

き

ま

し

た

。

七

五

三

は

子

ど

も

の

無

事

の

成

長

を

祝

っ

て

、

氏

神

様

に

お

詣

り

し

て

神

恩

感

謝

す

る

伝

統

行

事

で

す

。

男

女

三

歳

、

男

児

は

五

歳

、

女

児

は

七

歳

で

お

詣

り

し

ま

す

。

昔

の

子

ど

も

の

儀

式

が

元

で

、

三

歳

男

女

児

が

髪

を

伸

ば

し

始

め

る

髪

置

の

儀

、

五

歳

男

児

が

初

め

て

袴

を

着

け

る

袴

着

の

儀

、

七

歳

女

児

が

帯

を

着

け

始

め

る

帯

解

の

儀

に

由

来

し

ま

す

。

当

社

で

は

十

一

月

中

の

土

日

祝

日

は

予

約

な

し

で

、

午

前

九

時

半

か

ら

午

後

三

時

ま

で

の

間

、

受

付

順

に

ご

祈

祷

承

り

ま

す

。

十

一

月

の

平

日

、

そ

の

他

の

月

は

ご

予

約

く

だ

さ

い

。

土

日

祝

日

は

近

隣

の

駐

車

場

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

ご

家

族

で

お

子

さ

ま

の

成

長

を

お

祝

い

し

ま

し

ょ

う

。
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四四四四

年年年年

秋秋秋秋

季季季季

大大大大

祭祭祭祭

十

月

二

十

二

日

土

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

二

十

三

日

日

曜

日

十

一

時

秋

季

大

祭

神

楽

奉

納

（

拝

殿

ご

昇

殿

）

午

後

三

時

～

九

時

祈祈祈祈

祷祷祷祷

案案案案

内内内内

初

宮

七

五

三

詣

家

内

安

全

厄

除

病

気

平

癒

自

動

車

祓

改

築

・

転

宅

清

祓

地

鎮

祭

な

ど

出

張

祭

典

【

予

約

は

お

電

話

で

】

☎

（

０

６

）

６

９

５

１

‐

２

１

９

６

秋秋秋秋

祭祭祭祭

はははは

十十十十

月月月月

のののの

第第第第

四四四四

日日日日

曜曜曜曜

日日日日

とととと

そそそそ

のののの

前前前前

日日日日

土土土土

曜曜曜曜

日日日日

のののの

二二二二

日日日日

間間間間

でででで

すすすす

神

楽

奉

納

・

地

車

宮

入

・

夜

店

な

ど

行

い

ま

す

秋秋秋秋

祭祭祭祭

神神神神

饌饌饌饌

料料料料

をををを

承承承承

りりりり

まままま

すすすす

奉

賛

者

に

は

秋

祭

当

日

に

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

神

楽

奉

納

、

撤

下

品

を

授

与

し

ま

す

。

奉

賛

者

の

お

名

前

を

境

内

の

掲

示

板

に

掲

示

し

ま

す

。

受

付

は

神

社

社

務

所

に

て

承

り

ま

す

。

令

和

元

年

の

秋

祭

の

様

子

。

【

上

】

本

祭

地

車

三

基

宮

入

。

手

前

は

生

江

地

車

【

中

】

中

宮

地

車

【

下

】

内

代

地

車

大

宮

南

地

車

の

宮

入

の

様

子

七七七七

五五五五

三三三三

詣詣詣詣

りりりり

のののの

ごごごご

案案案案

内内内内

稲

荷

社

の

改

修

竣

功


